
☆道水路敷地売払いまでの流れ
令和元年11月21日修正

申請者 さいたま市

市へ相談

払下げ可否の調査（現地調査等）

払下げ可の場合

財政局へ価格仮算定依頼

【受理・決裁】廃止してよいか

払下げ不可の場合

申請者へ回答

申請者へ回答

現地の調査測量等

申請書を提出

申請者へ回答して終了 払下げ可否の決裁

認定路線の場合

廃止の議決・告示

嘱託登記（表示・保存・分筆）

財政局へ価格算定依頼決定価格を申請者へ伝える

用途廃止・財政局へ所管換え

財政局から受領書が送付される

売買の手続き

無地番 表示・保存

有地番 分筆登記（必要に応じて）

※以降、財政局の処理

用途廃止完了通知書を申請者へ送付

※申請書の添付書類は別紙参照

1～2か月

【 法定管理期間 】

市道2か月、国県道4か月

概ね6～10か月

法定外道路・水路敷の場合

概ね2か月

財政局へ事前協議


